


開催概要
名称 くらしのまにまにーたたみの上の12ヶ⽉ー「9⽉ 座るの未来」

⽇時 2026年9⽉19⽇(⼟) 〜9⽉20⽇(⽇) 各⽇10:00〜18:00

会場 MoN Takanawa Tatami

主催 MoN Takanawa: The Museum of Narratives

共催 全⽇本畳協同組合

テーマ 約100畳で出会う、新しい畳
    約100畳の広々とした畳の上で、⽉ごとにお届けするマンスリープログラム「くらしのまにまに 

      —たたみの上の12ヶ⽉—」。9⽉のテーマは「畳」。約100畳の畳空間「Tatami」で、イ草の⾹り袋やミニ
畳
      を作るワークショップを開催。古今東⻄の畳展⽰とともに、イ草の豊かな⼿ざわりと新たな暮らしの兆し
      をお楽しみいただく。

実施概要
‧⼊場無料
‧イ草の⼿仕事ワークショップ ⼀般 1,000円（要予約）
‧はこビュン和菓⼦旅：⼭梨県甲府市 ⽯坂屋の⽉⾒団⼦‧おはぎ（当⽇決済）

  輸送列⾞：特急かいじ14号 甲府駅9:49発→東京駅11:40着



企画概要

‧衝撃緩和型畳（介護‧育児向け）
‧ヴォロノイ畳（多⾓畳）
‧多⾊畳（和紙）
‧ペット向け畳
‧⾼耐久畳
‧スピーカー畳

企画1 畳の広がり展

地域の⽂化、素材の再⽣、そして先端技術。それらが掛け合わさった多様な畳を⼀堂に集めて展⽰。
全国各地の⾵⼟が息づく「伝統畳」から、先進デザインと素材再⽣が融合した「アート展⽰」、⾳を奏でる「ス
ピーカー畳」まで、畳が持つ奥深さと無限の可能性を訴求し、「畳の可能性」を考えるきっかけをつくる。

企画2 イ草の⼿仕事ワークショップ

伝統畳から最新の畳まで、畳の歴史から今のニーズにあわせた畳を紹介することで、普段何気なく使っている畳
を再発⾒してもらう。また⾹りや⼿触りなど、畳そのものが持つ豊かな素材の魅⼒を直接感じられる参加型ワー
クショップ（イ草の⾹り袋やミニ畳、コースター作り）を実施することで、⾝近でありながら深い畳のぬくもり
を感じてもらう。

‧むしろ
‧沖縄ビーグ畳
‧七島畳
‧⽟座
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情報発信
● チラシ（約21,500部‧ポスティ

ング実施）
● Web掲載
● SNS投稿（X, instagram）
● 館内告知（サイネージ）
● 外部媒体掲載（いこーよ）

https://montakanawa.jp/programs/manimani
_september2026/



ワークショップ実施報告
実施⽇時 2026/9/19(⼟)〜9/20(⽇) 各⽇5回 11:00〜 12:30〜 14:00〜 15:30〜 17:00〜 約45分 
                         各回10名募集

参加実数 98組



来場者の反応
‧Feverレビュー

‧アンケート



当⽇の様⼦



当⽇の様⼦



次回に向けて
成果

● 省庁の無料イベントとは異なり、有料のワークショップにした
ことで参加者が事前に情報を収集し、熱⼼に参加してくれた結
果、終了後にお礼のメールや相談が寄せられるなど良好な関
係構築につながった

● 畳も様々なカタチで進化していることをワークショップ参加者
以外の多くの来場者にも訴求できた。さらにワークショップを
通して井草の魅⼒も感じていただけたと思う

● 全⽇畳さんの全⾯的ご協⼒により、毎回ほぼ満席の状態でワー
クショップを実施することができた

● 様々な畳を埋め込んで頂いたおかげで、誰も蹴つまずくことな
く安全に畳を体験いただけた

● ⼊⼝にイ草の看板オブジェを作ったことで「畳」というテーマ
が分かりやすかった

次回に向けて

● 年2回畳の⽇があるので、今後も定期的な「畳」テーマのイベント開催を検討したい
● メーカーから提案のあった「1列の畳を期間を限定して常設するアイデア」について、今後検討

課題

● 当⽇はほぼ満席になったものの、ワークショップの事前販売が
思うように伸びなかった

● 海外からのお客様も多く、解説の英語対応をしっかりと検討す
る必要がある。パネル表記も同様に英語表記を検討。

● ⼀般のお客様とワークショップ参加者のスペース区分が難し
かった。


